都市計画実習防災班

あめシステムマニュアル

１．概要

　　情報の集まりやすい学校を中心とし、メーリングリストを利用して不審者情報や防犯活動状況を登録者に配信する

２．目的

　　子供の防犯に関する情報の迅速な収集・発信・共有

３．対象

　　学校・警察・PTA

４．具体的活動内容

＜学校＞

１．メーリングリスト登録ページの作成をし、書面で保護者にこのシステムの概要を伝え、参加希望者を募る。

警察には、メーリングリストに参加してもらえるように依頼する。

２．学校に寄せられた危険情報の重要性を考慮し、配信すべきか判断する。

３．配信すべき情報をメーリングリストの管理者ページにまとめ、送信する。

メールに載せる情報の内容

· 日時

· 場所

· 状況

· 学校の対応（警察からの情報の場合、警察の対応）

· 保護者への注意の呼びかけ

４．把握している情報の管理をする。

＜保護者・警察＞

１．学校からの書面を見て、必要性を考慮しメーリングリストの登録ページに携帯電話のメールアドレスを登録する。

警察は、学校からの依頼を受け、担当者の携帯電話のメールアドレスを登録する。

２．不審者遭遇などの子供の安全に関わる情報を学校に電話やメールで伝える。

警察は、主に子供への犯罪情報を伝える。

メールに載せるべき情報の内容

· 日時

· 場所

· 状況

（例）：A小学校男子が天久保公園で遊んでいるところに、６０歳ぐらいのホームレス風で酔っぱらっている黒いシャツを来ていた男性が近寄って来て、「お金をくれ」と言われたが、逃げようとしたので腹部を叩かれた。

　　・（警察のみ）対応

３．学校からの危険情報のメールが来たら、メールを確認する。

　　そして、子供の安全確保のために対応する。

　　警察は、現場付近のパトロールを強化するなどの対応とる。

